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総務委員会会議録 

 

平成２５年１０月２５日 金曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時００分閉議（実時間 ８７分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第８６号・平成２５年度八代市一般会

計補正予算・第６号（関係分） 

１．議案第９６号・平成２５年度八代市一般会

計補正予算・第７号 

１．議案第９０号・八代市長の退職手当の特例

に関する条例の制定について 

１．議案第９１号・八代市市税条例の一部改正

について 

１．請願第３号・青少年健全育成基本法の制定

を求める意見書の提出方について 

１．請願第１号・消費税増税中止を求める意見

書の提出方について 

１．「地方税財源の充実確保を求める意見書」

議決の要請について 

１．所管事務調査 

 ・行財政の運営に関する諸問題の調査 

  （八代市体育施設の指定管理者について） 

 ・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調

査 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  福 嶋 安 徳 君 

副委員長  鈴木田 幸 一 君 

委  員  上 村 哲 三 君 

委  員  島 田 一 已 君 

委  員  田 中   安 君 

委  員  中 山 諭扶哉 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  矢 本 善 彦 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 総務部長       木 本 博 明 君 

  総務部次長     山 田   忍 君 

  人財育成課長    中   勇 二 君 
 
  総務部理事兼 
            松 本 秀 美 君 
  市民税課長 
 

 企画戦略部 

  企画政策課長    丸 山 智 子 君 

 市民協働部長     山 本 道 弘 君 

  いきいきスポーツ課長 稲 本 俊 一 君 

                              

○記録担当書記     増 田 智 郁 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（福嶋安徳君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

それでは、定刻となり定足数に達しておりま

すので、ただいまから総務委員会を開会いた

します。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配

付してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第８６号・平成２５年度八代市一般会

計補正予算・第６号（関係分） 

○委員長（福嶋安徳君） 最初に、予算議案

の審査に入ります。 

 まず、議案第８６号・平成２５年度八代市

一般会計補正予算・第６号中、当委員会関係

分を議題とし、説明を求めます。 

 それでは、総務部から、歳入等及び歳出の第

２款・総務費について説明願います。 

○総務部長（木本博明君） はい、委員長。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、木本総務部長。 

○総務部長（木本博明君） はい。改めまして



 

－2－ 

おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり） 

 総務委員会に付託されました議案第８６号・

平成２５年度の一般会計補正予算・第６号の歳

入及び総務委員会関係分の歳出、それから、議

案第９６号・平成２５年度の一般会計補正予算

・第７号につきまして山田総務部次長が、その

他、議案第９０号、９１号の条例議案につきま

しては関係課長が説明いたしますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、山田総務部次

長。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）総務部次長の山田でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、座わりまして説明いたします。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、どうぞ。 

○総務部次長（山田 忍君） それでは、別冊

となっております、こちらです、議案第８６号

・平成２５年度八代市一般会計補正予算・第６

号をお願いします。当総務委員会付託分につい

て御説明します。 

 まず、１ページをお願いします。 

 第１条、歳入歳出予算の補正でございますが、

歳入歳出それぞれ１２億７２６９万１０００円

を追加し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ５

６４億８８７０万円としております。 

 次に、第２条で債務負担行為の補正を、第３

条で地方債の補正をしておりますが、内容につ

きましては４ページの表で説明します。 

 それでは、４ページをお願いします。 

 第２条、債務負担行為補正では、金剛小学校

校舎改築事業で、平成２５年度と２６年度の２

カ年にまたがる改築工事を行うため、期間を平

成２６年度までとし、限度額を５億４０２３万

８０００円とする債務負担行為の追加設定を行

っております。 

 次に、第３表・地方債補正では、追加と変更

を行っておりますが、詳しい内容は１０ページ

の歳入、款２１・市債で説明します。なお、起

債の方法、利率、償還の方法につきましては、

補正前と同じでございます。 

 続きまして歳入を説明します。 

 ８ページをお願いします。 

 まず、款１０、項１、目１、節１・地方交付

税で、４７２６万６０００円を計上しておりま

すが、これが本補正予算の一般財源でございま

す。 

 次に、款１４・国庫支出金、項の１・国庫負

担金、目３・災害復旧費国庫負担金、節１・公

共土木施設災害復旧費負担金で２８０万１００

０円を計上しておりますが、これは本年７月の

梅雨前線豪雨で被害を受けました道路橋梁施設、

八竜山線の災害復旧事業の国庫負担金対象事業

費４２０万円に対する道路橋梁施設災害復旧費

負担金でございます。 

 次に、款１４、項２・国庫補助金、目２・民

生費国庫補助金、節１・社会福祉費補助金で２

８８万４０００円を計上しておりますが、これ

は地域住民の認知症の理解促進や地域での支援

体制の連携強化を図るために要する経費に対す

る認知症施策総合推進事業補助金でございます。 

 次に、同項、目６・教育費国庫補助金、節１

・小学校費補助金で１億４１９１万５０００円

を計上しておりますが、これは金剛小学校校舎

改築事業費補助金でございまして、耐震性が低

く、大規模地震時に倒壊または崩壊する可能性

が高いとの耐震診断の結果が出た校舎の改築事

業費に対する補助金でございます。 

 次に、同目、節２・中学校費補助金で２５０

万円を計上しておりますが、これは来年４月開

校の泉小中学校のスクールバス購入に対するへ

き地児童生徒援助費等補助金でございます。 

 次に、９ページになりますが、同目、節６・

教育総務費補助金で１３万６０００円を計上し
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ておりますが、これはいじめ問題など、生徒指

導上の課題解決のため外部組織を設置し、専門

的な立場から真実を明らかにし、適正な対応を

検討し指導を行う教育支援体制整備事業費補助

金でございます。 

 次に、款１５・県支出金、項２・県補助金、

目１・総務費県補助金、節１・総務管理費補助

金で３５７万２０００円を計上しておりますが、

これは市町村や地域住民の自主的な地域づくり

を後押しするため、定住や雇用、交流拡大等に

つながる取り組みを総合的に支援する地域づく

り夢チャレンジ推進補助金でございます。今回

は、ＮＰＯ法人ネット八代が実施します、おれ

んじ沿線地域マイレール交流拡大推進事業に８

７万５０００円。九州国際スリーデーマーチ実

行委員会が実施します、やつしろマーチングリ

ーグ創設ＰＲ事業に１１９万７０００円。やっ

ちろやっ隊が実施します、八代トマトを活用し

た交流促進事業に７０万円。八代よかとこ宣伝

隊が実施します、福岡市における八代物産観光

ＰＲ事業に８０万円の４事業でございます。 

 次に、同項、目２・民生費県補助金、節１・

社会福祉費補助金で４０５５万円を計上してお

りますが、これは民生委員・児童委員の活動を

広く住民にＰＲするための経費を補助する民生

委員・児童委員活動助成費補助金５５万円、ま

た、小規模多機能型居宅介護と訪問看護の複合

型サービスを行う２施設の整備費を補助する介

護基盤緊急整備特別対策事業補助金４０００万

円でございます。 

 また、同目、節２・児童福祉費補助金で８８

６４万６０００円を計上しておりますが、これ

は保育士等の処遇改善に取り組む保育所に対し、

賃金上乗せ等などに要する経費を補助する保育

士等処遇改善臨時特例事業補助金でございます。 

 次に、同項、目４・農林水産業費県補助金、

節１・農業費補助金で６億７２３４万５０００

円を計上しておりますが、これは八代地域農業

協同組合の低コスト耐候性ハウスの導入に対す

る補助金を、県が元気臨時交付金を活用しかさ

上げしたことに伴う強い農業づくり交付金事業

補助金の増額でございます。 

 同目、節２・林業費補助金で５００万円を計

上しておりますが、これは本市の豊富な森林資

源を活用し、循環型のエネルギー供給体制を構

築していくための基本となる、八代市木質バイ

オマスエネルギー利活用計画の作成を補助する

熊本県総合エネルギー計画・市町村モデル地域

支援事業補助金でございます。 

 次に、同項、目５・商工費県補助金、節１・

商工費補助金で６７７万６０００円を計上して

おりますが、これは緊急雇用創出基金事業補助

金でございまして、今回は農村資源活用による

食産業創出のためのネットワーク構築事業に１

６２万１０００円、スマホの中に商店街事業に

３５８万円、五家荘内観光施設と地域資源を活

用した商品開発事業に１５７万５０００円の３

事業でございます。 

 次に、同項、目９・災害復旧費県補助金、節

１・農林水産業施設災害復旧費補助金で４５０

万円を計上しておりますが、これは本年８月、

９月の集中豪雨で被害を受けた坂本山江線など

３路線の本格的な災害復旧事業に対する林道施

設災害復旧費補助金でございます。 

 また、１０ページになりますが、款１８・繰

入金、項１・基金繰入金、目８、節１・まちづ

くり交流基金繰入金で１０００万円を計上して

おりますが、次回の九州国際スリーデーマーチ

事業の財源として基金から繰り入れるものでご

ざいます。 

 続きまして、款２１、項１・市債、目６・教

育債、節１・小学校債で２億１５６０万円を計

上しておりますが、これは金剛小学校校舎改築

事業に係る市債で、起債対象事業費から国庫補

助金を除いた額の１００％でございます。 

 次に、同目、節２・中学校債で２３９０万円
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を計上しております。来年４月開校の泉小中学

校のスクールバス購入事業に係る市債で、起債

対象事業費から国庫補助金を除いた額の９５％、

１１６０万円と、泉中学校校舎耐震改修事業の

追加工事に係る市債で、起債対象事業費の９５

％、１２３０万円でございます。 

 次に、同項、目７・災害復旧債、節１・農林

水産業施設災害復旧債で３００万円を計上して

おります。これは本年９月の集中豪雨で被害を

受けた農林施設災害復旧事業の市債で、平山土

地改良区の管轄農道に対する負担金の９０％、

３０万と、８月、９月の集中豪雨で被害を受け

た坂本山江線など３路線の林道施設災害復旧事

業の市債で、起債対象事業費から県補助金を除

いた額の９０％、２７０万円でございます。 

 以上、今回補正の歳入合計１２億７２６９万

１０００円の説明といたします。 

 続きまして、歳出を説明します。 

 １１ページをお願いします。 

 款２・総務費、項１・総務管理費、目５・企

画費で８７万５０００円を計上しております。

これは県からの地域づくり夢チャレンジ推進補

助金を同額受けて行いますもので、ＮＰＯ法人

ネット八代が実施します、肥薩おれんじ鉄道八

代駅開業１０周年イベント、おれんじ食堂列車

利用法公募プロジェクトなど、おれんじ沿線地

域マイレール交流拡大推進事業の経費を補助す

るものでございます。 

 以上、歳出の説明とします。 

 これで、平成２５年度八代市一般会計補正予

算・第６号の総務委員会付託分の説明とします。

御審議よろしくお願いします。 

○委員長（福嶋安徳君） はい。以上の部分に

ついて質疑を行います。何かありませんか。ど

なたかありませんか。 

○委員（矢本善彦君） よかですか。 

○委員長（福嶋安徳君） 矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） 地域づくり夢チャレン

ジ推進事業についてですね、大体市が約２億ぐ

らい出資してると思うんですけども、大体赤字

は今どのくらいあるのかなと思ってから。 

○委員長（福嶋安徳君） 丸山企画政策課長。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。企画政

策課の丸山です。よろしくお願いいたします。 

 ただいまの御質問は、肥薩おれんじ鉄道の赤

字の状況ということでよろしいでしょうか。 

○委員（矢本善彦君） ええ。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。おれん

じ鉄道につきましては、平成２４年度の決算で

１億８６００万円の損失が計上されております。

累積赤字ということで申しますと、ただいまの

ところ１１億６０００万という状況でございま

す。 

 以上です。 

○委員（矢本善彦君） はい、わかりました。 

○委員長（福嶋安徳君） ほかにございません

か。 

○委員（橋本幸一君） よかですか。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） １０ページのまちづく

り交流基金の件ですが、去年から出してるわけ

ですね。で、今後の見通しっていうか。昨年も

この使い方についてもうちょっと精査して厳し

くというような意見も出とったわけですが、今

後の見通しと出し方の基準っていうか、それに

ついては昨年とどこか変わっているのか、その

辺を含めて。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、山田総務部次

長。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。まちづく

り交流基金につきましては昨年度創設をいたし

ましたところで、基金の目的に沿った形で、交

流、観光とかですね、今はスリーデーマーチ、

それと観光振興に対するもの、それから、地域

の活性化に対するもの等をですね、目的にとい

うことで、基準的には大体年間３０００万から
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５０００万程度で支出をするということで、当

初８億８０００万程度の創設だったと思います

が、その中で１０年から２０年程度の中で、そ

ういった活性化の事業があれば、それの財源と

して取り崩していくというような目標で、特段

当初の目的が今変わっているということはない

と思います。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） 昨年――ちょっと今、

資料を持ってないんですけど、昨年度の基金の

取り崩しはどんくらいあったとですか。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、山田総務部次

長。 

○総務部次長（山田 忍君） 昨年末に、年度

末に創設しましたものですから、ことしが初め

ての取り崩しということでして。２５年度がで

すね、初めての取り崩しになりますので、今年

度、今１０００万追加しまして、約５０００万

ですか。ことしが初めての取り崩しになります

ので約５０００万、はい。ですから、あと８億

３０００万程度残るということで。ことしから

です。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） 勘違いしてました。と

いうことは、先般、当初予算で、かなりいろん

な分野で、商工費の利用法でこの基金を利用し

ておるわけですね。で、今のままいけば、非常

に範囲が余りにも広過ぎると。最初のもともと

はふるさと市町村圏の基金という一つの目的と

いうのは、私は当然生かすべきじゃないかなと

いう。そういうことを含めてですね、その延長

線上にこれもまだあるという、私はそう理解し

とっとですが、それについてはどのように執行

部としては考えておりますか。 

○委員長（福嶋安徳君） 山田総務部次長。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。基金が８

億以上あるからといってですね、単に既存の事

業に充てるというようなことではなくて、新し

い事業といいますか、要するに交流を拡大する

ような、そういったものに充当していくという

ことで、ただ既存の財源の振りかえというふう

にならないということを目標にですね、やって

いきたいというふうには考えております。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） はい。そこが私は重要

と思うんですね。最初の結局基金というのは、

合併前の１市２町３村のそれぞれの、それから

県の負担分、その中での基金の合計額という、

それがスタートであるわけですから、やっぱそ

の辺の公平性、そして広域性という、そこは十

分認識されてですね、予算の使い方というのは

考えていただきたい。 

 以上です。 

○委員長（福嶋安徳君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（橋本幸一君） それともう一つ。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） 地域づくりの夢チャレ

ンジ、これは公募の方法としては、どういう方

法でされとっとですか。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） 丸山企画政策課長。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。ホーム

ページ等で周知をいたしておりますのと、それ

から、関係各課を通じまして、募集があるたび

にですね、各種団体等への情報提供を行いまし

て応募をかけている状況です。 

○委員長（福嶋安徳君） 橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） どうですか。公募で集

まった数と、それから採用、採択されたという

のは、かなりふるいにはかけられておりますか。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、丸山企画政策

課長。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。ただい
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まのところ、ほとんど採択されている状況です。

もちろん不採択というのもございますけれども、

県のほうといたしましても、積極的にこの事業

を使っていただきたいというのがスタンスです

ので、できるだけ採択されるような形でですね、

取り扱っていただいております。 

○委員長（福嶋安徳君） 橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） 安心しました。これか

ら地域づくり――何か、住民自治、あれの中で

いろんな中で問題というのは、財源というのが

非常にあるわけですよね。できればですね、そ

ういう住民自治の中の１つのそれぞれの財源確

保のために、こういう制度を利用して活性化に

つなげるような、そういう方策ができれば非常

にいいことかなと思います。ぜひいろんな周知

をしていただいてですね、公募が多くなるよう

に、ぜひお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（福嶋安徳君） いいですか。ほかに

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） はい。では、ないよ

うでございますので、以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） はい。なければ、こ

れより採決いたします。 

 議案第８６号・平成２５年度八代市一般会計

補正予算・第６号中、当委員会関係分について、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（福嶋安徳君） はい、挙手全員。原

案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第９６号・平成２５年度八代市一般会計

補正予算・第７号 

○委員長（福嶋安徳君） 次に……よかですか、

議案第９６号・平成２５年度八代市一般会計補

正予算・第７号を議題とし、説明を求めます。 

 それでは、総務部から説明願います。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） 山田総務部次長。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。それでは、

引き続きまして、座らせていただきまして説明

いたします。 

 それでは、こちらです。会議案のその２とい

うことで――表題がですね。別に後で配りまし

たその２になります。表紙がその２です。

（｢よか。進めてよか」と呼ぶ者あり）はい。

それでは、議案第９６号・平成２５年度八代市

一般会計補正予算・第７号をお願いします。総

務委員会付託分についてご説明します。 

 はい。それでは３ページです。３ページをお

願いします。 

 第１条で債務負担行為の補正をしております

が、内容につきましては４ページのほうで説明

します。 

 それでは、４ページをお願いします。 

 第１表・債務負担行為補正で、いずれも債務

負担行為の限度額の変更を行っております。こ

れらは来年４月１日からの消費税５％が８％に

引き上げられることが決定されたことに伴い、

本年１０月１日から契約を締結するもののうち、

来年４月１日以降に工事等が完了するものにつ

いては消費税を８％で契約するようにとの国か

らの通知が１０月１０日付で県を通してありま

したことから、これに該当する工事等４件につ

いて消費税３％分を上乗せするものでございま

す。なお、経過措置の関係で本年度に支払うべ

き額の変更はなく、全額平成２６年度に支払う

べき額が増額となりますので、消費税増額分は

債務負担行為の限度額を増額して対応すること

になります。 

 まず、子ども・子育て支援事業計画策定経費

では、全体事業費の消費税増税分１２万４００
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０円の限度額の増額に、次に、小路橋橋梁改修

工事では、全体事業費の増税分１１４万３００

０円の限度額の増額に、次の、日奈久港航路浚

渫工事では、全体事業費の増税分２００万円の

限度額の増額に、最後の、金剛小学校校舎改築

事業では、全体事業費の増税分２５６５万９０

００円の限度額の増額になります。 

 今回の補正予算は、債務負担行為の補正のみ

で、歳入歳出予算の補正はございません。これ

で、平成２５年度八代市一般会計補正予算・第

７号の総務委員会付託分の説明とします。 

 御審議よろしくお願いします。 

○委員長（福嶋安徳君） はい。以上の部分で

質疑を行います。何かございませんか。 

○委員（矢本善彦君） ちょっとよかですか。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） この小路橋ってどこか

な。済みません、わからぬけん教えて。鏡か。 

○総務部次長（山田 忍君） 鏡町にあるんで

すが、済みません、場所が、済みません、位置

が――。鏡地区です。 

○委員（矢本善彦君） 合併したけんで、鏡っ

て書いとかなんわからぬ。 

○総務部次長（山田 忍君） ああ、済みませ

ん、はい。鏡町内です。はい、済みません。

（｢駅の近くです」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） はい。それでは、以

上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） ないようでございま

すので、これより採決いたします。 

 議案第９６号・平成２５年度八代市一般会計

補正予算・第７号について、原案のとおり決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（福嶋安徳君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第９０号・八代市長の退職手当の特例に

関する条例の制定について 

○委員長（福嶋安徳君） それでは、次に、条

例議案の審査に入ります。 

 まず、議案第９０号・八代市長の退職手当の

特例に関する条例の制定についてを議題とし、

説明を求めます。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい、委員長。 

○委員長（福嶋安徳君） 中人財育成課長。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）人財育

成課の中でございます。よろしくお願いいたし

ます。着席の上、御説明申し上げてよろしいで

しょうか。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、どうぞ。 

○人財育成課長（中 勇二君） それでは、議

案書の３ページをお願いいたします。 

 議案第９０号・八代市長の退職手当の特例に

関する条例の制定について御説明いたします。 

 提案理由でございますが、市長の退職手当を

支給しないこととするために条例を制定するも

のでございます。 

 次のページをお願いします。 

 八代市長の退職手当の特例に関する条例とい

たしまして、対象を市長に限りまして退職手当

を支給しないと規定するものでございます。公

布の日から施行といたしておりますが、市長の

現在の任期に関する退職手当に限定した特例措

置となっております。 

 市長が今議会の所信表明でも述べましたとお

り、重点的に取り組む８つの基本政策の一つと

して、行財政計画のさらなる推進を掲げており

ます。強い決意を持って行財政改革に取り組む、

その市長の姿勢を市民に示すものとしてみずか
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らの身を削るということで、今回の退職手当を

受け取らないという提案をされたものでござい

ます。この特例による影響額は、２１９３万６

０００円となっております。２１９３万６００

０円でございます。 

 県内の他の自治体における独自の削減措置の

状況を紹介いたしますと、退職手当につきまし

ては、熊本市と宇土市が３０％程度削減して支

給する特例措置を定めております。 

 また、退職手当ではなく、給料を独自に削減

している市が７市ございます。削減率は３０％

から５％までとなっております。宇土市が重複

して実施しておりますので、八代市以外の１３

市のうち８市が何からの独自の削減措置をとっ

ているという状況でございます。 

 説明につきましては以上でございます。御審

議方よろしくお願いします。 

○委員長（福嶋安徳君） はい。以上の部分に

ついて質疑を行います。 

○委員（田中 安君） よかですか。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、田中委員。 

○委員（田中 安君） 済みません、８市が県

内では独自に削減措置をとっているということ

なんですけれども、やはりこの条例では支給し

ないというふうになっていますから、ゼロかと

いう話は、私は納得できないんですけどね。や

はりゼロじゃなくて、例えばほかの市のように

３０％削減するとか、そのような縮減措置をと

ったほうがいいのではないかというふうに思う

んですけど、いかがですかね。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、中人財育成課

長。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。確かに

県内の市の中には、支給をゼロにするという市

はございません。その影響額も２０００万以上

とかなり大きいものとなっております。私ども

もほかの事例をちょっと調べたんですが、九州

の中では久留米市が支給をしないということ、

あと、名古屋市ですとか奈良市あたりが支給を

しないという特例を定めておりますが、非常に

少のうございます。支給しない、ゼロというの

が適当なのか、その一部をカットする、３０％

カットするという方法が適当なのかというのは、

それぞれの首長さんの御判断ということで考え

ております。 

○委員（田中 安君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、ほかに。 

 鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。えっとですね、

昨年のですね、職員の給料の一部カットという

ことで提案されたとき、自民党はですね、否決

したんですよ。というのもですね、給料という

のは、要するに命を守るための手段として給料

が支給されているというふうに私は考えている

わけなんですけれども。もし……職員の場合は

人事院が勧告して団体行動権に対するカットを

ちゃんと方法として人事院が勧告して給料を定

めておる上に、また給料をカットして事業費に

充てるという考え方というのは非常に危険が伴

う。すなわち、職員の仕事に対する意欲が非常

に薄れる可能性があるということで、自民党は

否決したんですよね。それを議会に提案したと

ころ、それが通りまして、職員の給料はそのま

ま通ったということで、非常にいろんな方から

反響がありまして、いい言葉を聞いておりまし

た。で、今回の給料の――給料というか、この

市長の退職手当に対する件についてはですね、

やはり当然今までこの退職手当があるというこ

とそのものに非常に意義があると思うんですよ。

意味があると思うんですよ。 

 そのことを、やはり市長としてはこういう状

況だからということで出されるけれども、この

前の一般質問でもお二人の方が言われましたけ

れども、これは別に退職手当を支給しないとい

う、あるいは要らないということにせぬでもい



 

－9－ 

いんじゃないかって。今までもともとある手当

を支給しないほうに条例をつくらなくても、ま

だ別にいろんな方法があるわけだから、これを

市長の手当をカットすることの方法というのは、

やはりここでとめておかなければ、これから先

の市長はみんな手当をもう要らなく、支給しな

いほうが善であるというふうな誤解を受けやす

いんじゃないかって。 

 もともと退職手当というのは、手当というの

は、あってしかるべきのものを、なくてしかる

べきという状況をつくることはやっぱり、気持

ち的にはわからぬじゃないけれども、あんまり

いい例ではないような気がするっていう多くの

意見も聞いております。 

 だから、今回、この件についてはですね、も

う少ししっかり精査したところでですね、出し

てもらわぬほうがいいかなって思うんですよ。

でないと、今度は、この手当支給というのがで

すね、結局、選挙の道具に使わるる可能性すら

あっとじゃなかろうかっていうふうな懸念もあ

るわけなんですよ。だから、これについてはも

う、ちゃんと今までの手当支給については意味

があるわけだから、今までどおり手当ば支給す

るというのを前提にして話を進めたほうがいい

と私は思います。 

 以上です。 

○委員（橋本幸一君） 委員長、ちょっとよろ

しいですか。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） 先ほど、県下において

は熊本市と宇土市ということで、私もいろんな

人からこの件について伺っとっとですが。 

 熊本市については、結局支給率が１００分の

７０ということで、非常にほかの市町村より高

過ぎたということで、当たり前の１００分の５

０に戻したという、そいうことなんですね。 

 宇土市の場合については、マニフェストの中

で、皆さんにやっぱり公約してしまっていると、

その中で３割カットということでやったという、

そういう特殊事情というか、ちゃんとした根拠

があるわけなんですね。そこをやっぱ十分含め

て考えんといかぬとかなという。 

○委員（中山諭扶哉君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、中山委員。 

○委員（中山諭扶哉君） はい。先ほど言われ

ていることもありますけど、        

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

             。 

        首長さんの判断によってです

ね、それはですね、決められても私はいいと思

いますし、上げるべき声が大きければですね、

これをゼロにしたらだめだという意見が多けれ

ば、もうそれに判断されたらいいというふうに

私は思いますですけどですね。 

○委員長（福嶋安徳君） ほかに。 

○委員（上村哲三君） よかですか。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） はい。三役、首長を含

めて三役の退職手当の中でもですね、副市長以

下のですね、監査委員さんまで含める退職金と

はですね、首長の場合はちょっと性格が違うと

いうふうに私は考えています。そのようなこと

を勉強する機会もあったので申し上げるわけで

すが、副市長以下の方々はですね、後の、任期

を外れた後のですね、生活の保障という面のほ

うが大きいのかなというふうに思っております

が、首長の退職金に当たってはですね、やはり

在任期間中のですね、功績や功労に対する退職

手当であるし、また、現在の月額報酬がですね、
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市長の仕事の量、いわゆる３６５日市長でござ

いますのでですね、土日もなく市長という形で、

仕事量が私たち非常勤の議員とは違ってですね、

大変多くて忙しいというのは皆さん御存じのと

おり。その分をですね、恐らく月額報酬では補

填できていないだろうというのの補填のために

も退職手当はあるというふうにも聞いておりま

す。 

 だから、そういう二面性からいってもですね

やはり前市長もですね、前市長の場合には四役

までですね、退職金の返上をされてですね、臨

まれたんですが、もう１カ月もせぬうち私と話

をしてるとき、これは雑談と思って聞いてもら

ってもいいんですがですね、「俺はこやん忙し

かつなら退職金な返上すんの何の言わぬならよ

かった」というですね、ぼやきも出たんです。

ところが、今回選挙出られても、また同じよう

なマニフェストを掲げられたちゅうふうに聞い

とって、私はおかしいなっていうふうに思っと

ったですがね。こやん忙しかとは思うとらぬだ

ったっていうふうなこともですね、本心にはあ

ると思うんですよね。 

 だから、やっぱりその対価としてはですね、

十分条例で定めて、今までですね、過去にもず

っと当たり前に、功績に免じてということで支

払われてきたんであればですね、これはある程

度、行財政計画に余りですね、そういうふうに

こだわらぬでですね。それ以上の仕事をしても

らえばいいわけであって、２０００万もらわぬ

のじゃなくてですね、２０００万以上の市に利

益が及ぶような仕事を、先ほど部長のほうから

ありました８つの項目をですね、掲げて、これ

に邁進する、市長の仕事に邁進すると、八代市

民のために頑張るんだというような大きな目標

があればですね、恐らく２０００万というのじ

ゃ足らぬとじゃないだろうかって、増額してや

らぬばいかぬとじゃないだろうかっていうふう

な声も途中で聞こえてくるかもしれない。その

ような形。 

 今の市長が、強いパイプを持っていろいろ国

・県との調整をやっていきながら頑張るという

ようなことでですね、新聞にも載っておりまし

たが、大型ガントリーレーンのですね、県の配

備のほうもですね、計画的にもう表明されて進

んできているような、早い状況でこういう進ん

できている部分もありますので、そういう部分

もやっぱり十分加味して、そして、現在の状態

で何も今瑕疵がありませんのでですね。いろい

ろ給与の減額なんていうのは、何か職員の不始

末があってですね、その瑕疵としてですね、長

が責任をとって減額をするというような形でで

すね、各自治体は行われてきているのが通常だ

というふうに思います。何の瑕疵もないのにで

すね、ただ単純に……金額のことを言うといか

ぬとですけど、市民に対してはですね、二、三

十万でも大きいのかもしれませんけどですね、

そこんところで仕事量をですね、市民にも周知

してもらえばですね、このようなことをあえて

自分から言い出すべきでもないと思いますし、

私はこのような形は余りやはり先ほど意見も出

ておりましたが、それ以上に仕事をしてもらう

ことがですね、そのためのこれは条例であると

いうふうに思いますので、そういう形からする

とですね、余りこういうことは好ましくないな

というふうに私は考えております。 

 委員長、以上です。 

○委員長（福嶋安徳君） はい。ただいまさま

ざまな御意見が出ておりますけれども、現在質

疑中でございますので、これまで出ました発言

については意見ということで（委員上村哲三君

｢意見です、済みません」と呼ぶ）ようござい

ますでしょうか。 

 はい。それでは、ほかに質疑ありませんか。

ないですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） ないようでございま
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す。 

 以上で質疑を終了いたします。 

 意見がありましたら、お願いいたします。

（｢先ほど言いましたのでありません」と呼ぶ

者あり） 

 先ほどの意見でようございますか。 

（｢はい」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） ないようでございま

す。 

 これより採決します。 

 議案第９０号・八代市長の退職手当の特例に

関する条例の制定については、原案のとおり決

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（福嶋安徳君） 挙手少数と認め、本

案は否決されました。 

                              

◎議案第９１号・八代市市税条例の一部改正に

ついて 

○委員長（福嶋安徳君） 次に、第９１号・八

代市市税条例の一部改正についてを議題とし、

説明を求めます。 

○総務部理事兼市民税課長（松本秀美君） は

い、委員長。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、松本市民税課

長。 

○総務部理事兼市民税課長（松本秀美君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）市民税課の松本でございます。

よろしくお願いいたします。座って説明させて

いただきます。 

 議案書の５ページをお願いいたします。 

 議案第９１号・八代市市税条例の一部改正に

ついてでございます。 

 地方税の改正に伴いまして、市税条例の改正

をお願いするものでございます。 

 主な改正点につきまして、１枚ものの資料が

配付してあるかと思いますが、こちらでござい

ます。これに基づいて説明したいと思います。

よろしいでしょうか。 

 まず、改正の必要性といたしまして、地方税

の主要税目は税源を国税と共通にしているため、

国税の改正があれば整合性を保つために条例の

調整を図る必要があり、改正をお願いする次第

でございます。 

 それでは、始めさせていただきます。 

 まず、１点目として、個人住民税の公的年金

からの特別徴収制度の見直しについてでござい

ます。 

 年金特別徴収とは、平成２１年１０月からス

タートしておりまして、６５歳以上の公的年金

受給者について、日本年金機構などの年金支払

者が、年金に対する市県民税を直接差し引き、

まとめて市町村に納める制度でございます。こ

の中で年税額に増減が生じた場合、現行制度で

は差し引くべき税額の不均衡を解消できない仕

組みとなっております。このため、改正するこ

とで平準化を図るものでございます。４月、６

月、８月期を仮徴収と呼んでおりまして、１０

月、１２月、２月が本徴収となっております。

現行では、仮徴収額は前年度分の本徴収税額と

なっているのを、改正案では前年度分の年税額

の２分の１とするものでございます。 

 次に、金融所得課税等の一体化等のついてで

ございます。 

 主な内容は、上場株式等の配当や譲渡損益の

間でのみ認められている損益通算について、特

定公社債などの利子や譲渡損益まで範囲を拡大

することと、非課税とされている公社債などの

譲渡益についても課税するものでございます。 

 次に、法人に関する利子割の廃止等に関する

改正は、現行制度において、預貯金の利子につ

いては個人・法人の区別なく課税しております。

その後、法人は申告の際に法人税額から課税さ

れた利子割額を控除して申告をしております。

改正後は、法人に係る利子割を廃止し、あわせ
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て法人税額から利子割額の控除をやめるもので

ございます。最終的に、法人に係る税額に増減

はございません。 

 以上で、私の説明を終わります。 

○委員長（福嶋安徳君） はい。以上の部分に

ついて質疑を行います。何かございませんか。

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） はい。それでは、以

上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） なければ、これより

採決します。 

 議案第９１号・八代市市税条例の一部改正に

ついては、原案のとおり決するに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（福嶋安徳君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎請願第３号・青少年健全育成基本法の制定を

求める意見書の提出方について 

○委員長（福嶋安徳君） はい。それでは、次

に、請願・陳情の審査に入ります。 

 審査に入ります前に、郵送や持参にて届いて

おります要望書については、写しをお手元に配

付いたしておりますので、御一読いただければ

と存じます。 

 今回、当委員会に付託となっておりますのは、

請願１件と陳情１件の計２件です。 

 それでは、まず、請願第３号・青少年健全育

成基本法の制定を求める意見書の提出方につい

てを議題とします。 

 要旨は文書表のとおりですが、念のため書記

に朗読いたさせます。 

○書記（増田智郁君） （書記、朗読） 

○委員長（福嶋安徳君） はい。本件について

御意見ありませんか。何もありませんか。 

○委員（橋本幸一君） 委員長。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） 補足説明って特段なか

っでしょう。 

○委員長（福嶋安徳君） はい。この出した本

人さんに来てはいただいとっとですが、説明さ

せますか。 

○委員（橋本幸一君） じゃあ、小会して。 

○委員長（福嶋安徳君） ああ、小会。はい、

じゃあ、小会しましょう。 

（午前１０時５４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１０分 本会） 

○委員長（福嶋安徳君） 本会に戻します。 

 それでは、本件について御意見はありません

か。 

○委員（上村哲三君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） 上村委員。 

○委員（上村哲三君） はい。今回の請願に対

しましてはですね、本当に内容的に、私たちも

平素より憂慮している内容でございます。各地

方自治体においてはですね、青少年健全育成基

本条例というようなものを定めている自治体が

多いようでございますが、これは国の法を超え

ることはできません。国のほうがちゃんと整備

されればですね、それに追随した、しっかりし

た地方自治体での条例のですね、内容の精査も

できてですね、問題解決へと進めていけるんで

はないだろうかというふうにも思われますので

ですね、賛成をしたいというふうに思いますが、

この請願の中でですね、学校教育の問題の指摘

の中でですね、役割をしてこなかったというの

をメーンのように受け取れる文言もありますの

で、今後、国に意見書を出す場合にはですね、

このところを私たちの委員会で少し修正をして

いただいて、これはその一部であって、本体で

はなく全体的な中での問題であるというような
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指摘をしていただいてですね、意見書を出して

いただければというふうに思います。 

 この問題に関してはですね、単なる文章や図

画の問題だけでなくですね、いろいろな電波管

理の問題、いろんなもんがですね、絡んできて

大変難しいと思います。国に上げてですね、本

当に基本法を制定させるということになればで

すね、文科省だけではなくですね、大変な、国

が本当に一体となって連携した形でやっていか

なければですね、この法令制定は大変難しいと

思いますのでですね、なるべく早くこの打診を、

具申をすることはですね、地方からすることは

いいことだというふうにも思います。時間がか

かることだろうと思いますのでですね、ぜひ一

刻も早くほかの自治体でも取り組んでいただけ

ればというふうに思っておりますので、賛成を

していきたいというふうに思っております。 

 ただし、意見書を出される場合には、この文

言のところをですね、少し修正を加えていただ

きたいというふうにお願いしときます。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、わかりました。 

 それでは、これより採決いたします。 

 先ほどの上村委員の注文どおり、修正するこ

とを約束いたしまして採決します。 

 それでは、請願第３号・青少年健全育成基本

法の制定を求める意見書の提出方については、

採択と決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（福嶋安徳君） 挙手全員と認め、本

案は採択とすることに決しました。 

 ただいま採択と決しました本請願は、意見書

の送付を求めたものであります。 

 ついては、本件を審査した立場上、私どもで

発議する必要があると思いますので、当委員会

の賛成されたメンバーで発議することに御異議

ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） それでは、そのよう

に願います。 

 案文につきましては、事務局と調整すること

とし、後日、発議の手続をとらせていただきま

す。 

 なお、趣旨弁明はどなたにお願いいたしまし

ょうか。 

（｢委員長」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） それでは、そのよう

にいたします。 

                              

◎陳情第１号・消費税増税中止を求める意見書

の提出方について 

○委員長（福嶋安徳君） 次に、陳情第１号・

消費税増税中止を求める意見書の提出方を議題

とします。 

 要旨は文書表のとおりですが、念のため書記

に朗読いたさせます。 

○書記（増田智郁君） （書記、朗読） 

○委員長（福嶋安徳君） はい。本件について

御意見はありませんか。 

○委員（橋本幸一君） 委員長。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） この件について、執行

部の見解というのは、市としては……。 

○委員長（福嶋安徳君） それでは、小会しま

す。 

（午前１１時１８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３５分 本会） 

○委員長（福嶋安徳君） それでは、本会に戻

します。 

○委員（田中 安君） はい、委員長。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、田中委員。 

○委員（田中 安君） 先ほども言いましたよ

うに、この問題については、この委員会自体が

矛盾しておりますので、もう採決はせずに、審

議未了にしていただきたいというふうに思いま

す。（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（福嶋安徳君） はい。審議未了と意

見が出ましたので、まあそういった……もう本

会に戻しとっとかな。（｢はい、戻してます」

と呼ぶ者あり）はい。 

 それでは、お諮りいたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 陳情第１号・消費税増税中止を求める意見書

の提出方は、閉会中継続審査の申し出をしない

こと並びに結論を得るに至らなかったこと、す

なわち審議未了とするに賛成の方の挙手を求め

ます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（福嶋安徳君） 挙手多数と認め、本

件は審議未了とすることに決しました。 

 はい、木本部長、ありがとうございました。 

○総務部長（木本博明君） はい、失礼しまし

た。 

○委員長（福嶋安徳君） それでは、以上で、

請願・陳情の審査を終わります。 

 以上で、付託されました案件の審査は、全部

終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎「地方税財源の充実確保を求める意見書」議

決の要請について 

○委員長（福嶋安徳君） 次に、付託されまし

た案件のほか、全国市議会議長会から、地方財

源の充実確保を求める意見書の議決について要

請が参っております。 

 過日の議会運営委員会で協議の結果、当委員

会に送付されてきました。ついては、その取り

扱いについて御協議願います。 

 また、内容については、お手元に配付の資料

のとおりであります。参考までに、本件につい

ては本市も加盟している団体からの要請という

こともあり、議会運営委員会の中でも、議長よ

り委員会内での取り扱いについては特に御配慮

方願いたい旨の申し出があっております。 

 それでは、地方財源の充実確保を求める意見

書について、御意見等はありませんか。ほかに

はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） じゃあ、小会します。 

（午前１１時３８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３８分 本会） 

○委員長（福嶋安徳君） 本会に戻します。 

 それでは、お諮りいたします。 

 それでは、本件の趣旨に賛同されるメンバー

で賛同の上、議員発議として提案いたしたいと

思いますが、御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 それでは、そのようにいたします。 

 案文につきましては、事務局と調整すること

とし、後日、発議の手続をとらせていただきま

すので、御了解願います。 

 なお、趣旨弁明はどなたにお願いいたしまし

ょうか。 

（｢委員長」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） はい。それでは、そ

のようにいたします。 

                              

◎所管事務調査 

・行財政の運営に関する諸問題の調査（八代市

体育施設の指定管理者について） 

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査 

○委員長（福嶋安徳君） 次に、当委員会の所
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管事務調査２件を一括議題とし、調査を進めま

す。 

 当委員会の所管事務調査は、行財政の運営に

関する諸問題の調査、総合計画の策定推進等に

関する諸問題の調査、以上の２件です。 

 このうち、行財政の運営に関する諸問題の調

査に関連して、執行部から発言の申し出があっ

ておりますので、これを許します。 

 それでは、八代市体育施設の指定管理者につ

いてをお願いいたします。 

○市民協働部長（山本道弘君） 委員長。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、山本市民協働

部長。 

○市民協働部長（山本道弘君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）市民協働部の山本でございます。よろしく

お願いいたします。 

 市民協働部いきいきスポーツ課で所掌してお

ります、八代市体育施設に関してでございます

が、御案内のとおり、６月の定例市議会におき

まして、本市の体育施設を指定管理者に管理・

運営させることができる旨の条例改正を御承認

いただいたところでございますが、今般、その

指定管理者の選定に当たりまして、非公募で対

応させていただきたいということで、御報告す

るものでございます。 

 内容等につきましては、いきいきスポーツ課

の稲本課長のほうから対応させますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） はい、

委員長。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、稲本いきいき

スポーツ課長。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） はい。

皆さん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ

者あり）いきいきスポーツ課長の稲本でござい

ます。座らせて説明させていただきます。 

○委員長（福嶋安徳君） はい。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） それ

では、八代市体育施設の指定管理者について御

報告をいたします。事前にですね、お渡しして

おります資料に基づきまして御説明をいたした

いと思います。 

 まず１番目に、指定管理者制度の導入の目的

でございますけれども、導入の狙いは、多様化

する住民ニーズにより効果的かつ効率的に対応

するため、公の施設の管理運営において民間事

業者等の能力やノウハウを幅広く活用しつつ、

住民サービスの向上、経費の節減等を図ること

を目的として、指定管理者制度を導入すること

としております。 

 指定管理者の要件といたしましては、市が指

定する法人、その他の団体に公の施設の管理を

代行させる制度でございまして、その対象は民

間事業者等が広く含まれ、一定の団体であれば

必ずしも法人格は必要でありません。ただし、

個人を指定管理者として指定することはできま

せん。 

 公の施設に指定管理者制度を導入するために

は、指定管理者が行う管理の基準、業務の範囲

等、必要な事項を条例で定めることとなってお

ります。そのため、先ほど部長が言いましたよ

うに、本年６月議会において、八代市体育施設

条例の一部改正の議決をいただいたところでご

ざいます。この条例には、八代市体育施設を指

定管理者に管理を行わせることができる規定を

定めたところでございます。 

 ２番目になりますけども、今回、指定管理者

制度を導入する予定の施設でございますけれど

も、八代市スポーツ・コミュニティ広場、八代

市弓道場、八代市球技場、八代市民プール、八

代市民球場、八代市総合体育館、八代市立武道

館、八代市相撲場の８施設でございます。 

 続きまして、３番目ですけども、指定管理期

間ですけども、平成２６年４月１日から平成２

９年３月３１日までの３カ年としております。 
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 続きまして４番目は、指定管理料、基準価格

ですけども、ここで基準価格の積算の仕方につ

きまして簡単に御説明をいたします。 

 まず、各施設、８施設の利用料金収入、それ

と管理にかかった経費の価格を３年間――平成

２２年、２３年、２４年の平均値によって、歳

入歳出の見込みを出します。その後、８施設全

体の歳入――利用料金収入から、歳出――管理

するための人件費等、その必要な経費を差し引

きまして、不足する分を今回の指定管理料の額

として記載しております。なお、この金額はあ

くまでも基準価格でございまして、実際の委託

料とは異なります。 

 ５番目に、指定管理者の候補者の選定方法で

ございますけども、八代市の公の施設に係る指

定管理者の指定の手続等に関する条例がござい

まして、第５条に、公募によらない指定管理者

の候補者の選定という条文がございます。 

 市長等は次の各号のいずれかに該当するとき

は、第２条の規定により公募によらず指定管理

者の候補者を選定することができます。第１番

目に、ＰＦＩ事業により設置した公の施設を一

定期間その他当該事業者に管理させるとき。２

番目に、主に当該地域の住民が利用する公の施

設を町内会等地域組織に管理させる合理的な理

由があるとき。３番目に、第３条の規定により

申請がなく、再度公募を行う暇がないとき。次

のページですけれども、第４番目に、公の施設

の管理上、緊急に指定管理者の指定を行う必要

があるとき。５番目に、その他市長等が公の施

設の適正な管理を確保するため必要な理由があ

ると認めるとき、という条文がございます。 

 この中で、市内部で検討・協議を行い、上記

の第５項の規定に基づきまして、公募によらず

指定管理者の候補者の選定、非公募を行うこと

としたところでございます。 

 ６番目に、非公募で候補者を選定する団体と

いたしまして、団体名、ＮＰＯ法人八代市体育

協会――以下体育協会というふうに呼ばせてい

ただきます。住所、八代市緑町１１－１、代表

者、松永松喜会長でございます。 

 ７番目に、体育協会の概要といたしまして、

設立年月日、平成１８年４月。これは市町村合

併に伴いまして再編をいたしました。平成２５

年４月１日にＮＰＯ法人格を取得されました。 

 趣旨といたしまして、八代市民に対して、競

技人口の拡大や競技力の向上、地域スポーツの

振興に関する事業を行い、市民の健康増進及び

体力向上を図り、明るく豊かな市民生活の形成

に寄与することを目的とした団体でございます。 

 組織といたしまして、会長１名、副会長４名、

顧問・理事長・副理事長各１名、理事が１６名、

監事２名、事務局の職員が４名、それと各種競

技団体が２６団体、それと各校区体育協会が２

１団体、その他の各種団体が８団体ございます。 

 活動内容といたしまして、平成２５年度の活

動内容ですけども、市からの委託事業といたし

まして、市民体育祭、県民体育祭、郡市対抗駅

伝、郡市対抗女子駅伝、体力サポートづくり事

業、競技人口拡大推進対策事業等を行っておら

れます。また、スポーツ大会の主催事業といた

しまして、キッズサッカー、それとスポーツ講

習会を年に２回開催されております。スポーツ

振興事業、スポーツ少年団事業、スポーツ傷害

共済事業などの活動をされている団体でござい

ます。 

 続きまして、今回、非公募で選定する理由に

つきまして述べさせていただきます。 

 まず１番目に、体育協会の加盟団体等の連携

による効果ということで、体育施設を管理運営

していくには、各種競技団体や校区体育協会等

の関係団体との連携が不可欠でございます。連

携することによって、競技団体による専門知識

を生かした運営の展開ができるかというふうに

思います。 

 ２番目に、体育施設へのスポーツ指導者の配
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置。スポーツ基本法では、国及び地方公共団体

は、利用者の需要に応じたスポーツ施設の運用

の改善、スポーツ施設への指導者等の配置その

他の必要な施策を講ずるよう努めなければなら

ないとうたわれております。各種競技種目の専

門的な知識を有する５５団体から成る体育協会

では、体育施設にスポーツ指導者や、推進に寄

与する人材の配置が容易に行うことが可能であ

るというふうに考えます。 

 ３番目に、利用者のニーズと利便性への対応

で、体育協会は各種競技種目の専門的な知識を

持った人材を有していることから、利用者のニ

ーズや利便性に対して効果的に対応でき、きめ

細かな管理と合理的な運営ができるということ。 

 ４番目に、スポーツ振興事業の実績。体育協

会は市からスポーツ振興事業を受託し、さらに

はスポーツ競技者や指導者のためのスポーツ講

習会の開催、スポーツ少年団育成等の事業も行

っている。 

 ５番目に、八代市のスポーツ振興を推進する

担い手としての育成。体育協会の加盟団体は、

競技団体２６団体、校区体育協会２１団体、小

学校体育連盟・中学校体育連盟・インディアカ

協会などからなる各種団体８団体で構成されて

おり、本市のスポーツ振興の柱であり、中心的

な組織である。本市が行うスポーツ振興は体育

協会との連携が不可欠であるとともに、本市ス

ポーツ振興を推進するためにも、その担い手と

なる体育協会を育成し、組織強化並びに基盤強

化を図る必要があるんじゃなかろうか。 

 ６番目に、ＮＰＯ法人格の取得による八代市

スポーツ振興への寄与ということで、体育協会

は、市民に対して競技人口の拡大や競技力向上、

地域スポーツの振興に関する事業を行い、市民

の健康増進及び体力向上を図ることなどを目的

に、平成２５年４月１日、特定非営利活動法人

格――ＮＰＯ法人を取得されました。ＮＰＯ法

人は利益の分配を行えず、利益が生じた場合は、

上記目的の達成のために活用されるということ

です。 

 ７番目に、八代市の体育施設の管理とスポー

ツ振興に対する意欲ということで、本市に対し

まして、平成２４年１１月「八代市体育施設指

定管理者制度導入に伴う八代市体育協会への業

務委託について」及び平成２５年９月「八代市

体育施設における指定管理者としてＮＰＯ法人

八代市体育協会の非公募による指定について」

の要望書を提出され、積極的な意欲がうかがえ

ております。 

 以上、７項目、今回非公募での選定理由とし

て上げさせていただいています。 

 続きまして、９番目ですけども、今後のスケ

ジュールといたしまして、平成２５年１１月の

中旬に、指定管理者の候補者の選定委員会を開

催し、候補者の決定をしたいと思います。 

 平成２５年１２月議会におきましては、指定

管理者の指定の議決、債務負担行為の議決、指

定管理者指定の告示、平成２６年４月には、協

定書の締結、管理運営の実施というふうなスケ

ジュールでまいりたいというふうに考えており

ます。 

 現在、八代市体育協会におきましては、事業

計画書、管理に係る収支計画書等、申請に向け

て準備をされているところでございます。指定

管理者の指定は議会の議決を得なければならな

いことになっておりますので、１２月議会にお

きましては、選定委員会での結果等も含め公の

施設の名称、指定管理者候補者の名称、指定の

期間等、指定管理者の指定につきまして御審議

いただきますので、よろしくお願いいたします。 

 以上、八代市体育施設の指定管理者について

の報告とさせていただきます。 

 以上です。 

○委員長（福嶋安徳君） はい。ただいま説明

していただきました。これについて何か御質問、

御意見等はございませんか。 
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○委員（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） 現在の施設管理に関し

て、市の職員の削減効果とすると大体予算上ど

のくらいぐらい削減につながるのか、その辺の

試算は。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） はい、

委員長。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、稲本いきいき

スポーツ課長。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） はい。

一応、今回指定管理者制度を導入することによ

りまして、これまで管理係のほうで管理をして

いた部分が指定管理者のほうに移管されること

で、約２名分の削減を今のところ考えていると

ころでございます。金額につきましては、約…

…（委員橋本幸一君｢人件費のみ」と呼ぶ）は

い。１８００万というようなところでございま

す。 

○委員（中山諭扶哉君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） 中山委員。 

○委員（中山諭扶哉君） この指定管理料なん

ですけど、今、大体２億ということで、各施設

についての試算というのはされているんでしょ

うか。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、稲本いきいき

スポーツ課長。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） はい。

先ほども指定管理の積算の方法の中でも言いま

したように、まず各施設ごとでそれぞれ過去３

年間のかかった経費、それと歳入、それぞれ積

算いたしまして、各施設ごとで積算をしている

ところでございます。 

○委員（中山諭扶哉君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） 中山委員。 

○委員（中山諭扶哉君） ぜひそれを出してい

ただきたいというふうに思います。 

 それと、はい。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、中山委員。 

○委員（中山諭扶哉君） このＮＰＯ法人の八

代市体育協会なんですけど、こちらのほう、資

料がちょっと少ないんですけど、もうちょっと

詳しい資料をいただくことってできますでしょ

うか。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、稲本いきいき

スポーツ課長。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） はい。

まず１点目のですね、委員さんからの御質問で

すけども、先ほど言いましたように、今現在、

体育協会のほうが収支等の計算を、試算をされ

ておられます。ですから、この基準価格につい

ての内訳のほうは今回お見せすることができな

いということになっております。 

 それと２番目の、体育協会の分の資料につき

ましては、ここまでのという資料でございます。 

○委員（中山諭扶哉君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、中山委員。 

○委員（中山諭扶哉君） 恐らくＮＰＯ法人の

設立の資料が県のほうから、あるいは県のほう

に提出された、またそれが公開されている資料

があると思いますので、そちらのほうをぜひ見

せていただかないと検討のしようがないという

ことがちょっとありますので、ぜひお願いした

いと思います。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、稲本いきいき

スポーツ課長。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） はい。

それに関しましては、次、選定委員会がござい

ます。１１月中旬にございます。そのときに体

育協会のほうからそういう書類を一式出されて、

選定委員会の中でそのあたりも見られて審査さ

れます。その選定委員会の結果を踏まえて、１

２月議会のほうで御審議をいただくような形に
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なります。ですから、今回の場合に関しまして

は、ちょっとそこまでの資料はちょっと今現在

は用意していないところでございます。 

○委員（中山諭扶哉君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、中山委員。 

○委員（中山諭扶哉君） 実際、その中で経営

される方っていうのは代表者の方になられるわ

けでしょうか。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、稲本いきいき

スポーツ課長。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） はい。

この法人の代表者のほうは松永松喜さんでござ

いまして、あと実際に事務局のほうには事務局

長並び事務局職員が３人いるということで、そ

の事務局のほうは総合体育館の中に事務所を構

えておられるということでございます。実際の

そういう活動に関しましては、事務局のほうが

中心になって行っているところでございます。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、中山委員。 

○委員（中山諭扶哉君） はい。指定管理者制

度の一つの目的にですね、新しいアイデアとか

ですね、合理的な経営が促進されるというよう

なところがあると思いますので、ぜひそういう

点も含めて企画の事業をよろしくお願いいたし

ます。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） いいですか。 

○委員（中山諭扶哉君） はい。 

○委員長（福嶋安徳君） ほかにございません

か。 

○委員（矢本善彦君） ちょっとお尋ね。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） 選定委員のメンバーは

何人か。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） はい、

委員長。 

○委員長（福嶋安徳君） はい、稲本いきいき

スポーツ課長。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） はい。

一応、今回、選定委員会の委員につきましては、

副市長を委員長にしておりまして、あと各関係

部長さんが４名、それと外部の学識経験者２名、

それと財務関連の専門者といたしまして税理士

関係を２名、計の８名を今のところ予定してい

るところでございます。 

○委員（矢本善彦君） はい、わかりました。 

○委員長（福嶋安徳君） いいですか。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） ないようでしたら、

以上で、八代市体育施設の指定管理者について

を終了いたします。 

 そのほか当委員会の所管事務調査について何

かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） 以上で、所管事務調

査２件についての調査を終了いたします。 

 次に、お諮りいたします。 

 所管事務調査２件については、なお調査を要

すると思いますので、引き続き、閉会中の継続

調査の申し出をいたしたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全て終了いた

しました。 

 これをもって、総務委員会を散会いたします。 

（午後０時００分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２５年１０月２５日 

総務委員会 

委 員 長 

 


